
研究指導室・法制研究指導室  
 

１ ． 使 命 ・ 目 的 ・ 教 育 目 標  

法 制 研 究 所 は ， 1957（ 昭 和 32） 年 4 月 に ， 野 田 孝 明 教 授 を 初 代 所 長 と し て 設

立 さ れ た ，司 法 試 験 受 験 指 導 を 専 門 と す る 教 育 機 関 で あ る 。法 曹 を め ざ す 明 治 大

学 の 学 生・院 生 お よ び 卒 業 生 に 対 し て ，多 数 の 司 法 試 験 対 策 講 座 を 主 催 し ，ま た ，

徹 底 し た 個 別 指 導 を 実 施 す る こ と に よ り ，明 治 大 学 出 身 の 司 法 試 験 合 格 者 の ７ ～

８ 割 前 後 を 毎 年 輩 出 し て い る 。多 数 か つ 優 秀 な 明 治 大 学 出 身 の 司 法 試 験 合 格 者 を

輩 出 す る こ と が 当 研 究 所 の 理 念 な い し 目 的 で あ る 。  

 

２ ． 現 状  

（ １ ） 受 験 指 導  

 駿 河 台 地 区（ 上 級 研 究 室 ・ LSC ロ ー ス ク ー ル ク ラ ス ）と 和 泉 地 区（ 基 礎 法 学 研

究 室 ）に お い て ，合 格 者 指 導 員 ，明 大 法 曹 会 々 員 ，法 学 部 な い し 法 科 大 学 院 の 専

任 教 員 の 協 力 の も と に ，ま た ，辰 巳 法 律 研 究 所 と の 提 携 に よ り ，各 種 の 講 座 を 立

ち 上 げ ， 徹 底 し た 合 格 指 導 を 実 践 し て い る 。  

 和 泉 校 舎 に お け る １ 年 生 を 対 象 と し た「 明 治 大 学 司 法 試 験 １ 年 目 入 門 講 座 」（ 58

回 ），２ 年 生 を 対 象 と し た「 明 治 大 学 司 法 試 験 ２ 年 目 入 門 講 座 」（ 43 回 ），主 に ２

年 生 を 対 象 と す る 「 論 文 練 習 講 座 （ 基 礎 コ ー ス ）」（ 11 回 ），「 短 答 演 習 講 座 （ 基

礎 コ ー ス ）」（ 12 回 ），駿 河 台 校 舎 に お け る 中 ・ 上 級 者 を 対 象 と す る「 論 文 練 習 講

座（ 応 用 コ ー ス ）」（ 48 回 ），「 択 一 答 案 練 習 会 」（ 12 回 ），適 性 試 験 対 策 講 座（ ｢適

性 試 験 ト レ ー ニ ン グ 講 義 ｣（ 15 回 ）， ｢適 性 試 験 オ ー プ ン ｣（ 11 回 ））， 合 同 プ ラ ン

（ 522 回 ），論 文 作 成 個 別 指 導 講 座 ，口 述 試 験 講 座 ，特 別 講 座 ，「 新 司 法 試 験 論 文

練 習 会 」（ 14 回 ），「 新 司 法 試 験 短 答 式 練 習 会 」（ 15 回 ），「 新 司 法 試 験 論 文 作 成 会 」

（ 2 回 ）， 自 主 ゼ ミ サ ポ ー ト ， 合 格 者 ゼ ミ ， フ ォ ロ ー ア ッ プ ゼ ミ を 実 施 し ， 多 数

の 司 法 試 験 合 格 者 お よ び 法 科 大 学 院 進 学 者 を 輩 出 し て い る 。  

 な お ， 法 制 研 究 所 の 2006 年 の 在 籍 者 数 は ， １ 年 生 入 門 講 座 424 名 ， ２ 年 生 入

門 講 座 79 名 ， 上 級 研 究 室 所 属 187 名 ， 法 科 大 学 院 会 員 156 名 で あ る 。  

（ ２ ） 物 的 施 設 の 整 備  

 駿 河 台・和 泉 地 区 そ れ ぞ れ に ，専 用 の 自 習 室・ゼ ミ 室・事 務 室 が 整 備 さ れ て い

る 。 和 泉 地 区 に つ い て は ， 2005 年 に 和 泉 校 舎 内 に 専 用 自 習 室 と ゼ ミ 室 が 確 保 さ

れ ， 本 格 的 な 学 習 環 境 が 整 っ た 。 駿 河 台 地 区 は ， 11 号 館 の ２ 階 に ， 法 制 研 究 所

の 専 用 ス ペ ー ス が 配 置 さ れ て い る 。  

（ ３ ） 教 員 組 織  

 弁 護 士 を 中 心 と し た Ｏ Ｂ 法 曹 ，法 学 部・法 科 大 学 院 教 授 陣 ，司 法 修 習 生 ，お よ

び ，司 法 試 験 合 格 者 指 導 員 を 中 心 に ，各 種 試 験 対 策 講 座 お よ び 個 別 指 導 を 実 施 し

て い る 。た だ し ，運 営 自 体 は 極 少 数 の 教 員 と Ｏ Ｂ 弁 護 士 に よ る 完 全 な ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 に 支 え ら れ て い る の が 現 状 で あ る 。  

（ ４ ） 事 務 ス タ ッ フ  

 各 地 区 そ れ ぞ れ 嘱 託 職 員 ２ ，３ 名 に よ り 運 営 さ れ て い る が ，業 務 内 容 に 対 応 し

た 人 員 が 十 分 に 確 保 さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。  
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（ ５ ） 学 生 へ の 経 済 的 支 援  

 各 種 講 座 の 受 講 料 を 可 能 な 限 り 低 廉 に 設 定 す る こ と に よ り ，学 生 負 担 の 軽 減 を

図 っ て い る 。ま た ，論 文 講 座 の 成 績 優 秀 者 お よ び 皆 勤 者 に 対 す る 表 彰（ 副 賞 と し

て 数 千 円 の 図 書 カ ー ド を 授 与 ）を 行 い ，学 生 に 対 す る 精 神 的 金 銭 的 支 援 を 実 施 し

て い る 。ま た ，司 法 試 験 受 験 の イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え る た め ，在 学 中（ ま た は 卒

業 年 度 ）に 司 法 試 験 に 合 格 し た 者 等 に 対 し て ，年 間 授 業 料 相 当 額（ ま た は そ の 半

額 ） を 支 給 す る 奨 学 金 制 度 を 実 施 し て い る 。  

 

３ ． 長 所  

（ １ ） 受 験 指 導  

 徹 底 し た 実 践 的 指 導 に よ り ，毎 年 多 数 の 司 法 試 験 合 格 者 を 輩 出 し て い る 。常 時 ，

明 治 大 学 が 全 国 大 学 別 合 格 数 の 上 位 校 （ 例 え ば ， 2006 年 は 新 旧 司 法 試 験 と も 全

国 ６ 位 ）に 名 を 連 ね ら れ る の は ，経 験 豊 富 な 本 学 教 員 ，本 研 究 室 出 身 の 教 員・弁

護 士 ，そ の 年 の 合 格 者 指 導 員 に よ る 熱 意 あ る 直 接 指 導 の 成 果 で あ り ，こ の こ と は

法 制 研 究 所 の 特 色 と し て ，高 く 評 価 で き る と こ ろ で あ る 。ま た ，学 生 の 個 性 を 重

ん じ た 指 導 が な さ れ て お り ，単 な る 受 験 指 導 に と ど ま ら ず ，プ ロ と し て の 法 曹 に

必 要 不 可 欠 な 人 格 形 成 に も 寄 与 し て い る 。  

 な お ，辰 巳 法 律 研 究 所 と の 提 携 講 座 の 実 施 は ，合 格 者 指 導 員 を 確 保 で き な い 時

期 に お け る 指 導 を 可 能 と し ，合 格 者 指 導 員 や 教 員 に よ る 個 別 受 験 指 導 と 相 俟 っ て ，

十 分 な 成 果 を 上 げ て い る 。ま た ，大 学 キ ャ ン パ ス 内 に て 実 施 し て い る た め ，低 廉

な 受 講 料 設 定 ，通 学 時 間 の 解 消 ，学 部 の 履 修 計 画 と の 両 立 を 可 能 と す る な ど ，学

生 側 の メ リ ッ ト も 大 き い 。  

（ ２ ） 物 的 施 設 の 整 備  

 駿 河 台 校 舎 で は ，室 員 １ 人 に 固 定 席 が １ つ ず つ 与 え ら れ ，専 用 の 机 と 本 棚 と い

っ た 学 習 ス ペ ー ス が 確 保 さ れ て い る 。 ま た ， 2005 年 度 に ， 和 泉 校 舎 内 に ， 専 用

の 自 習 室 ，ゼ ミ 室 ，指 導 員 室 ，事 務 室 が 整 備 さ れ ，１・２ 年 生 の 学 習 環 境 が 整 備

さ れ た 。 こ の よ う に 切 磋 琢 磨 し て 勉 強 に 専 念 で き る 環 境 が 整 備 さ れ て い る 点 は ，

高 く 評 価 で き る 。  

（ ３ ） 教 員 組 織  

 現 場 の 事 務 運 営 は 熱 意 の あ る 教 員 と Ｏ Ｂ 弁 護 士 の 多 大 な る 協 力 の 下 に 成 り 立

っ て い る 。親 身 か つ 献 身 的 な 活 動 が あ る か ら こ そ ，良 き 伝 統 と 実 績 が 受 け 継 が れ

て い る と 評 価 で き る 。  

（ ４ ） 事 務 ス タ ッ フ  

 駿 河 台 地 区 の 短 期 嘱 託 事 務 員 が 2006 年 度 に 増 員 さ れ ３ 名 体 制 に な っ た こ と は ，

高 く 評 価 で き る 。  

（ ５ ） 学 生 へ の 経 済 的 支 援  

 各 種 講 座 の 受 講 料 を 低 廉 に 設 定 し て い る 点 は ， 高 く 評 価 で き る 。  

 

４ ． 問 題 点  

（ １ ） 受 験 指 導  

 法 科 大 学 院 進 学 コ ー ス と 新 司 法 試 験 受 験 指 導 （ LSC） を 充 実 さ せ ， 司 法 試 験 合
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格 者 の 多 数 輩 出 と い う 伝 統 と 実 績 を 新 司 法 試 験 の 時 代 に も 承 継 す る こ と が 緊 急

課 題 と な っ て い る 。も ち ろ ん 未 だ ３ 万 人 弱（ 2007 年 28,016 名 。内 ，明 治 大 学 生

は 1,437 名 。 ※ 因 み に ， こ の 1,437 名 と い う 数 値 は 昭 和 56 年 か ら 平 成 9 年 ま で

（ 昭 和 62 年 を 除 く ）の 明 治 大 学 の 司 法 試 験 受 験 生 よ り も 多 い 。）が 受 験 す る 旧 司

法 試 験 の 受 験 指 導 も 重 要 で あ る 。こ れ ら 旧 司 法 試 験 ，法 科 大 学 院 入 試 ，及 び ，新

司 法 試 験 の ３ 点 に 対 応 し た ３ ～ ５ 倍 規 模 の 受 験 生 の 受 入 れ 体 制 を 完 備 す る 必 要

が あ る 。  

 新 入 生 向 け 入 門 講 座 の 申 し 込 み 状 況 （ 2006 年 424 名 ） か ら 明 ら か な よ う に ，

法 学 部 生 の 司 法 試 験 （ 法 科 大 学 院 進 学 ） に 対 す る 情 熱 は 強 い 。 3000 名 合 格 者 時

代 の 到 来 に 向 け て ，旧 司 法 試 験 対 策 お よ び ロ ー ス ク ー ル 入 試 対 策 講 座 と し て ，法

学 部 生 向 け 講 座 の 充 実 を さ ら に 図 る 必 要 が あ る 。 特 に ， 法 学 部 が 2005 年 度 か ら

採 用 し た 新 カ リ キ ュ ラ ム や コ ー ス 制（ 法 曹 コ ー ス ）と 連 動 し ，か つ ，法 科 大 学 院

入 試 に 対 応 し た 新 指 導 体 制 の 確 立 が 強 く 望 ま れ る 。そ の た め に も ，法 学 部 と の 強

い 提 携 の 下 ，教 員 の 積 極 的 協 力 ，さ ら に は ，法 学 部 事 務 員 の 一 部 派 遣 な ど も 視 野

に 入 れ た 新 体 制 に つ い て 検 討 さ れ る べ き で あ る 。な お ，法 科 大 学 院 と の 協 働 関 係

の 構 築 も 緊 急 の 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 物 的 施 設 の 整 備  

 駿 河 台 地 区 の 自 習 室 固 定 席 の 法 科 大 学 院 ク ラ ス （ LSC） へ の 割 り 当 て 問 題 が 未

解 決 の ま ま 残 っ て い る 。今 後 ，法 科 大 学 院 の 修 了 生 が 毎 年 200 名 規 模 で 確 実 に 増

加 し ， 2007 年 に 227 名 ， 2008 年 に は 450 名 ほ ど の 受 験 者 が 見 込 ま れ て い る 。 こ

れ は 現 在 の ４ ～ ５ 倍 の 規 模 に 該 当 す る 。こ れ に 対 応 し た 物 的 施 設（ 含 む ，ロ ッ カ

ー 室 の 整 備 ）の 確 保 が 緊 急 の 課 題 で あ り ，セ ン タ ー 化 の 下 で の 恒 常 的 施 設 の 確 保

が 強 く 望 ま れ る と こ ろ で あ る 。ま た ，駿 河 台 地 区 の 講 座 用 教 室 に つ い て ，予 約 出

来 な い 曜 日 の 多 発 に よ り プ ラ ン 実 施 に 支 障 を 来 た し ，コ ー ス の 削 減 と 実 施 日 の 変

更 で 何 と か 対 処 し て い る の が 現 状 で あ り ， こ の 対 策 も 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） 教 員 組 織  

 法 制 研 究 所 の 運 営 が 極 少 数 の ボ ラ ン テ ィ ア 教 員 と Ｏ Ｂ 弁 護 士 の み に 支 え ら れ

て い る と い う 現 状 は ，指 導 体 制 の 拡 大 傾 向 の 下 で ，ま す ま す 深 刻 な 問 題 と な っ て

い る 。セ ン タ ー の 名 に 相 応 し い 恒 常 組 織 的 な 運 営 体 制 を 早 急 に 整 備 す べ き で あ る 。 

（ ４ ） 事 務 ス タ ッ フ  

 業 務 の 現 状 に 即 し て 観 察 し た 場 合 ，決 し て 満 足 で き る も の で は な い 。各 種 講 座

の 実 施 や 研 究 室 の 運 営 ，受 験 生 へ の サ ー ビ ス ，講 師 の 依 頼 ，司 法 試 験 関 係 情 報 収

集・整 理 な ど ，業 務 内 容 が 多 岐 に わ た っ て い る こ と に 加 え て ，法 科 大 学 院 入 試 や

新 司 法 試 験 の 対 策 講 座 の 実 施 に よ り ，事 務 が ３ ～ ５ 倍 に 膨 ら ん で お り ，更 な る 事

務 ス タ ッ フ の 充 実 が 急 務 で あ る 。  

（ ５ ） 学 生 へ の 経 済 的 支 援  

 経 済 的 支 援 制 度 は 学 生 に と っ て ，精 神・経 済 の 両 面 に お い て 重 要 で あ る と こ ろ ，

旧 司 法 試 験 は 99％ ，新 司 法 試 験 は 100％ が 卒 業 後 の 合 格 と な り ，学 生 と い う 条 件

を 維 持 す る 限 り 報 奨 金 の 支 給 が で き な い シ ス テ ム に な っ て い る 。支 給 対 象 の 拡 大

が 強 く 要 請 さ れ る と こ ろ で あ る 。  
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５ ． 問 題 点 に 対 す る 改 善 方 策  

（ １ ） 受 験 指 導  

 （ ア ）法 科 大 学 院 在 学 生 向 け 指 導：法 曹 要 請 制 度 改 革 の 理 念 ，法 制 研 究 所 設 立

の 理 念 ，法 科 大 学 院 側 の 要 望 ，受 験 生 の ニ ー ズ の い ず れ に も 適 合 し た 新 司 法 試 験

受 験 指 導 を 実 施 す る 。（ イ ）新 司 法 試 験 直 前 期 指 導（ 卒 業 試 験 後 ２ 月 ～ ５ 月 ）：法

科 大 学 院 の 卒 業 試 験 後 か ら 試 験 ま で の 約 ４ ヶ 月 間 の 直 前 期 に お け る 受 験 指 導 を

実 施 す る 。（ ウ ） ロ ー ス ク ー ル 卒 業 生 （ ＝ 新 試 験 浪 人 生 ） 向 け 受 験 指 導 （ ９ 月 合

格 発 表 ～ 翌 １ 月 ）： 新 司 法 試 験 の 不 合 格 者 （ い わ ゆ る 司 法 浪 人 生 ） の 指 導 を 実 施

す る 。（ エ ）旧 司 法 試 験 受 験 指 導：旧 司 法 試 験 対 策 講 座 を 継 続 す る 。（ オ ）法 科 大

学 院 入 試 合 格 指 導 ： 学 部 生 向 け ロ ー ス ク ー ル 入 試 対 策 講 座 を 充 実 さ せ る 。  

（ ２ ） 物 的 施 設 の 整 備  

 法 科 大 学 院 修 了 生 の 毎 年 200 名 規 模 の 増 加 に 対 応 し た 物 的 施 設（ 固 定 席・運 営

室・ゼ ミ 室・ロ ッ カ ー 室 な ど ）を 緊 急 に 確 保 す る 。ま た ，駿 河 台 地 区 の ビ デ オ 教

室 を 恒 常 的 に 確 保 す る 。  

（ ３ ） 教 員 組 織  

 専 属 弁 護 士 ，弁 護 士 指 導 員 の 配 備 な ど ，セ ン タ ー の 名 に 相 応 し い 新 し い 組 織 体

制 を 整 備 す る 。  

（ ４ ） 事 務 ス タ ッ フ  

 各 研 究 室 に １ 名 以 上 の 正 規 職 員 を 配 置 し ， 常 時 ５ 名 体 制 を 確 立 す る 。  

（ ５ ） 学 生 へ の 経 済 的 支 援  

 合 格 者 報 奨 金 制 度 を ， 今 後 は 旧 司 法 試 験 の 他 に 法 科 大 学 院 入 試 や 新 司 法 試 験 ，

旧 司 法 試 験 短 答 式 試 験 な ど を 視 野 に 入 れ て 実 施 す る 。学 生 へ の 経 済 的 支 援 全 般 に

対 し て 最 大 限 の 配 慮 を 図 る 。  

以 上  
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